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                            Syozo MATSUURA 
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                         (Director : Prof. S. Shigematsu) 

   The author previously described some notes of clinical and experimental results of 

distribution of free amino acids in the tuberculous renal tissue by use of paper partition 

chromatography, and describes the histochemical distribution of amino acids at renal 
tuberculous focus in the present report. 

   The distribution of free amino acids at the renal tuberculous focus was histochemical-

ly investigated in ten clinical cases and ten rabbits by Serra's method, and disclosed the 

following facts. 

   1. In the pathological tissue, the state of free amino acids varies by the degree of 

tuberculous pathological findings. 

   2. The amino acid reaction appears intensively in the wall of the tuberculous cavity, 

in the caseous knot, in the non-caseous knot and in the impaired capillary wall. 

   3. The reaction of the caseous substance in which some cases showed a positive reac-

tion is in general weak. 

   4. There are no significant difference in the tuberculous changes of the vascular wall 

and also of Bowman's capsula.

緒 言

私 は先 に腎結核 組織 内に含 まれ る遊離ア ミ ノ

酸 を .paperpartitionchromatographyに よ

り,分 別 定性 し,そ の臨床実験 な らびに動物実

験につい て,2,3の 知見 を発表 したが本項 に

あつ ては更 に組織学 的に腎 の如何 なる.部分 に遊

離ア ミノ酸が多く分布するかを知る為に,組 織

切片によるア ミノ酸染色を行つたのでその結果

を報告する.爾 ア ミノ酸染色標本はその呈色度

一般に薄い為に,切 片の微細構造不鮮明の憂な

しとは云 えないので,同 一標本につ きヘマ トキ

シ リンエオジン染色を行い,ア ミノ酸染色標本

と比較 しつつその成績を判定 した.
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臨床的には腎結核の診断で易咄 された腎組織を材料

に供し,実 験的には体重2.Okg内 外の成熟雄性家兎

10羽 を選び,家 兎腎結核より分離培養 した結核菌で,

1cc1血g含 有菌浮遊液各々0.2ccつ つを,右 腎

皮髄境界部と思われる部に注入し,3ケ 月飼育後,此

の腎を易ll出して下記の方法で実験に供した.

固定並に染色法,

1)新 鮮な材料をSerra氏 酷酸酸性 フオルマリyア

ルコ・一ル液で固定.(96%ア ル コール2容,フ オルマ

リγ1容,上 記混合液10ccに 対 して数滴の氷酷酸滴

下)

2)パ ラフィソ切片作製.

3)切 片を次の液中に浸漬し,沸 騰水浴上で1～2分

間作用。

0.4%ニ ンζドリン水溶液.1容 ・

pH.6.98燐 酸塩緩衝液L1容.、

4)生 のまま,又 グリセ リソ封入鏡検。

此の標本にあつてア ミノ酸存在部は藍色～紫色に染

色に染色される.Serraに よると尊の反応は.Proline

HydrocinProlin以 下すべてのア ミノ酸,ポ リペブチ

ド,蛋 白質に陽性でそのアミノアルデヒド,ア ルデヒ

ド基あるいはケトy基 を持つた糖類,ア ソモニア,ア

ソモニア塩でも陽性になると云 う.然 しアミノ酸やポ

リペプチ ド,蛋 白質以外のものによる反応は余 り鋭敏

でなく,且 赤昧を帯びて居るし,叉 組織切片ではその

様な化合物が殆んど存在 しないから鑑別の要はないと

思われる.

実 験 成 績

臨床的に腎結核の診断の下に捌出された2,3の 結

核腎症例について詳述し他は表1に 一括する.

症例1.

42才,女 子,左 腎結核.易 咄 腎大さ11×7×3。5,

重量1809.肉 眼的所見,表 面は比較的平滑,割 面は

上極及中極に それぞれ対称 的数ケ の指頭大空洞を皮

質,髄 質に認める.病 理組織学的所見,ヘ マ トキシリ

yエ オヂγ染色にて,空 洞周辺は多数の円形細胞,リ

ソパ球侵潤を認め,空 洞中心部は軟化乾酪化巣を認め

る.糸 毬体は幾分萎縮 した所があ り,叉 部位により脱

落消失を認める.ア ミノ酸染色によると,完 全乾酪化

せる軟化中心巣はその染色性に乏しくむしろ周辺の細

胞侵潤層に強 くアミノ酸の存在を認める.糸 毬体自身

についてみるとボーマソ氏嚢上皮にその染色性は強 く

認められ る.

症例3.

27才,女 子,左 腎結核.易11出腎大さ16×6×4.5,

重量1809.肉 眼的所見,表 面は平滑,全 体に膨隆し被

膜の別離稽々困難,割 面は定型的な膿腫腎で乾酪様膿

汁を満たす 皮質髄質の境界不鮮明.皮 質部から髄質

部にかけて独立せるもの融合せるもの多数の空洞を形

成 し要その空洞内に乾酪様濃厚膿汁を満たす.病理組織

学的所見,一 般に リyパ 球,円 形細胞の侵潤著明で,

定型的結核結節多数を認め乾酪化巣も種々の時期を認

める.即 ち完全に乾酪化して中心壊死巣を形成せるも

のから,乾 酪化前の固有結核結節の周辺部はリソパ球

円形細胞の侵潤 と共に類上皮細胞侵潤も認める.本 例

は間質に比較的乏しい.

ア ミノ酸染色性は症例1と 同様に完全壊死巣に於げる

その染色性は弱 く,乾 酪化巣周辺の細胞侵潤層に強く

紫色を呈 して居る。乾酪化前の結節にあつては一般的

に染色性強 く中心部に卸る準紫の色調を認める,僅 か

に存在する間質にはその染色性は極わめて弱い.

症 例5.

19才,女 子,右 腎結核.易1咄 腎大いさ11.0×6.5×

4,重 量1409.肉 眼的所見,表 面はほぼ平滑,割 面

は上極皮質部に小指頭大の空洞形成を認める.下 極は

肉眼的にほぼ正常で皮質,髄 質の別判然 として居る。

病理組織学的に上極病巣部に被色せられた結節が多数

存在 しその間隙に破壊された糸毬体或はボーマソ氏嚢

のみ残存拡大した糸毬体が点在する.間 隙に幡 リソパ

球,円 形細胞侵潤を認める.細 尿管内腔拡大像も処々

に認める.ア ミノ酸染色性は結核結節周辺,ボ ーマソ

氏嚢上皮,細 尿管上皮に強 く,間 質の細胞侵潤層も軽

く染色性を示す.諸 所に認めた毛細血管管壁は強くそ

の染色性を示す。

症例7.

.24才,男 子,左 腎結核.易il出腎大いさ14×6×3,

重量1889.肉 眼的所見,表 面平滑,割 面は上極に近 く

小空洞数 ケと僅かに乳頭部の崩解を認め他の部は概し

て健常に保たれて居る.組 織学的に空洞付近も尚健常

組織像が保たれて居 り,健 常皮質組織像を認め得る.

結節はよく被包されて,聞 質 と明らかに隔離され中心

の軟化傾向少く乾酪化したものを認めない.空 洞壁は

肉芽傾向が強い.結 節の被包繊維層に類上皮細胞,ラ

氏巨細胞を認め,叉 リソバ球,円 形細胞侵潤を認める.

ア ミノ酸染色性は空洞壁に強 く,又 よく被包された小

結節は何れも陽性であつた.聞 質は比較的その染色性

に乏しい.

症例9.

15才,女 子,左 腎結核.易ll出腎大いさユ5×7～く4,,
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重量2409.肉 眼的所見,表 面一般に膨隆し腎は稽々

変形して居る.割 面は上極,中 極に於いて皮質から髄

質にかけて大小の空洞を認め,乾 酪様物質を中に入れ

る.皮 髄界稽々不鮮明,皮 質は稚 々浅薄 となつて居

る.病 理組織学的に空洞周囲,間 隙の糸毬体はその変

性高度で細胞侵潤も又高度である.空 洞壁は肉芽化の

傾向が強い.又 被色された結節が存在 し周辺のリソパ

球,円 形細胞侵潤著明である.ア ミノ酸染色性は空洞

壁,そ の結合繊維,毛 細血管壁に著明であり,糸 毬体

に於いてはそのボーマソ氏嚢に比較的強い.

以上症例5例 を選んで述べたが次に実験家兎の組織

アミノ酸染色性について述べる.実.験 家兎成績を述べ

る前に正常家兎組織に於けるアミノ酸染色性について

その大要を述べてみよう.

・1)皮質,髄 質に大別してその染色性をみると皮質に

その染色性強く髄質に於いてその染色性は弱い.

2)糸 毬体のみについては,ボ ーマソ氏嚢,糸 毬体上

皮にその染色性が強い(Fig.1,2.).

3)細 尿管も同様そのア ミノ酸染色性は上皮に強い

(Fig,3).

4)血 管壁は一般にその染色性強い(Fig,4).

5)間 質は一般にア ミノ酸染色性に乏しく,極 く淡 く

紫色を呈する程度である.

大体以上の所見を得た後に実験家兎について,そ の

アミノ酸染色性を追求したのでその成績を下記に掲げ

る.此 処で私が問題にしたいのは,前 編で述べて来た

結核性空洞組織に於けるpaperpartitionchroma-

tOgraphyに 依 るアミノ酸の分布 との関連性を追求 し

たいのである。空洞組織がどの程度に他の部 とア ミノ

酸染色性が異るかと云 う事である.

実験家兎No.1か らNo.10に 到 る家兎No.4,

No.8を 除 いて殆んど同様の病理組織学的所見を与

えた.即 ち接種腎は何れも多少肥大し,周 囲組織 と密

に癒着し,菌 液接種部の被膜の剥離困難である.肉 眼

的には病巣の被膜下に拡大せるもの,被 膜,被 膜下皮

質表面に小結節を形成せるもの多 く,割 面をみるに髄

質にかけての大なる空洞形成を認めた例は少なく,肉

眼的には何れも皮質或は皮髄境界部 と思われる部分に

割に限局した結節乃至空洞 を認めた(Fig.5,6.).以

下その病理組織の結核性特徴にづいて,ヘ マ トキシリ

γエオジy染 色と比較 しつつ,そ のア ミノ酸染色性に

ついてその大要を述べてみる.

家兎No.1.(Fig.7,8,9,12,13,14,15.)

腎は著明に腫大し,周囲組織と密に癒着し重量8.2g.

上極被膜下接種に一致して結節を認め,此 の部の被膜

剥離特に困難,此 の結節を中心にして割を入れると,
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乾酪様物質を認め,此 の乾酪化は被膜直下より皮髄界

と思われる部に及んで居る.組 織学的に皮質から髄質

に戸・けて大小多数の結節を認め,此 の結節の中心部は

所々により,エ オジンで一様に淡 く赤染され,乾 酪化

像を呈する.結 節周辺には細胞侵潤著明,固 有腎組織

を殆んど認め得ず,散 在する糸毬体は崩解,ボ ーマソ

氏嚢のみ残存し,糸 毬体は全 く崩解消失してその像を

認め得ない部分あ り,又 エオジンに淡 く平等に染る壊

死組織 と思 われる無構 造な染色 性を示す 部位 も認め

る.細 尿管の内腔は一般に拡張 し周囲聞質に細胞侵潤

著明である.

ア ミノ酸染色性をみるに,空 洞壁の染色性強く,中

心完全壊死巣はむしろ壁に比 してその染色性は弱い.

乾 酪化前の結節にあつては,申 心部迄その染色性は強

く認められる.糸 毬体崩解壊死残存 と思われるヘマ ト

キシリンエオジソで無構造に淡 く染色される部は殆ん

どアミノ酸染色性を欠如し,む しろ残存ボーマy氏 嚢

上皮にその染色性を認める.内 腔拡大した細尿管はそ

の管壁にアミノ酸染色性を強 く認める.認 められる間

質組織は一般にその染色性は弱い.

家 兎No.2

腎は軽度に腫大し,No.1と 同様接種蔀を中心とし

て周囲組織 と密に癒着 し重量7.89.病 巣は上極に存

在 し割面をみるに接種部に一致し皮質部に局在 して居

る.組 織学的に皮質部に若干のよく被包された結節を

認め,周 囲にリyパ 球,円 形細胞の侵潤を認め,結 節

は特に乾酪化傾向を認めない.ポ ーマy氏 嚢は結節周

辺にあつて梢々膨大し,所 によつて糸毬体の一部崩解

像を認めるがその程度は軽度である。此の標本にあつ

ては細尿管の内腔拡大,浮 腫が著明であ り,周 囲聞質

に細胞侵潤著明である.ア ミノ酸染色性は結節中心部

に強 く,ポ ーマy氏 嚢壁,内 腔拡大した細尿管上皮に

その染色性が強い.

家兎No.3.(Fig.10,18,19.)

腎 は腫大,重 量8.49,周 囲組織 との癒着中等度.

割面は腎上極より広汎な壊死巣を認め,腎 孟に一部乾

酪様壊死組織を入れる.組 織学的に皮髄共に広汎な大

小の乾酪化空洞を認め,健 常組織を殆んど欠 く.拡 大

されたボーマン氏嚢のみ残存 し,糸 毬体全く崩解消失

せるものから,エ オジソに淡 く平等に染る壊死乾酪組

織残片,崩 解途次 と思われる糸毬体破壊像迄種々の形

態を認める.大 なる乾酪化巣の申心はエオジyに 赤 く

濃染されて全 く無構造である.被 包された結節周辺に

は小 リyパ 球,円 形細胞侵潤を認め,類 上皮細胞,ラ

氏巨細胞の出現を認める,細 尿管内腔 も拡大され,部

位により乾酪様物質を入れる部を認める.ア ミノ酸染
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色性は,ボ ーマy氏 嚢上皮に強く,被 包結節の周辺に

強 く認められる.又 中心乾酪化巣にあつて一部濃染し

た部を認めたが総体的に辺縁に多く認める.細 尿管内

腔に充満した乾酪様物質は強度に濃染されその管壁は

何れも染色性が強 く認められた.

家兎No.4.(Fig.11,16.)

腎は7.19,特 に腫大せず.周 囲組 織との癒着軽

度.腎 表面は平滑であつて,接 腫部に一致して被膜

下に多少の結節を認める.割 面をみるに此の結節は被

膜直下,皮 質表面に限局し,肉 眼的に割面はほぼ正常

である.組 織学的に皮質部に若干の被包された小結節

を認め,間 質の結蹄織性増殖著明である.結 節被包繊

維内に類上皮細胞を認め円形細胞,リyパ 球の侵潤を

認める.結 節はすべて軟化,乾 酪化傾向を欠 く.ボ ー

マy氏 嚢一部拡大された部位を散見するが糸毬体の崩

解,萎 縮像}ま全 く認めない.細 尿管もほぼ正常であ

る.一 般 に間質の増殖著名であつて所謂増殖性結核病

変像を示す.此 の標本にあつてア ミノ酸染色性はほぼ

平等であつて特に著明な差は認めなかつたが,結 節周

辺部に稽 々その染色性を強く認め,ボ ーマγ氏獲も同

様程度の発色を示 した.

家兎No.5.

腎は中等度肥大して重量8.09,上 極被膜下接種部

に一致して多数の肉眼的結節を形成し,此 の部の被膜

剥離は困難である.割 面は皮質から髄質に及ぶ数ケの

空洞を認める.組 織学的にはNo.1と ほぼ同様の所

見であつて,結 節周辺には腎固有組織を認め難い.ア

ミノ酸染色性は空洞壁,ボ ーマソ氏嚢,細 尿管管壁に

強 く認めた.

家兎No。6.(Fig.17,20,21,)

腎は多少肥大,重 量7.89,周 囲組織 との癒着中等

度に認める,被 膜下に接種部を中心 として散在する小

結節多数を認める.割 面は上極に広汎な乾酪化病巣を

認め,又 血行性転移 と思われる多数の孤立性結節を諸

所に散見する.組 織学的に病巣部は腎固有組織を認め

ず,結 節が集籏し,各 期に渡る様相を示す.空 洞壁は

繊維性増殖著明でない.結 節周辺は リソパ球,円 形細

胞を主体として,類上皮細胞,ラ氏巨細胞を混在した細

胞侵潤層著明である.糸 毬体,細 尿管共にその破壊像

著明である.ア ミノ酸染色性は完全乾酪化壊死巣には

弱 く,む しろ乾酪化前の結節に強い.此 の標本では血

管壁のアミノ酸を強 く認めた.

家兎No.7.

腎 は腫大し重量8.29,外 観,割 面No.3に ほぼ同

様であるが,拡 大された細尿管内腔に特に乾酪様物質

の充満した像は認められなかつた・ア ミノ酸染色性も

大体同様の所見を与えた.即 ち完全乾酪化前の結節に

その染色性は強い様である.

家兎No.8,

腎 は稽々肥大 し重量7.99,周 囲組織 との癒着軽

度.表 面平滑,接 種上極を中心 として被膜下に散在す

る小結節を散見する.割 面は主に皮質部に限局した病

巣を認め る.一 都遠隔の部に孤立性結節を認めた.組

織学的に上極病巣部に於いては,髄 質に及ぶ数 ケの結

節を認め,周 囲に繊維性増殖著明であ り,此 の層に円

形細胞侵潤,類 上皮細胞の出現を認める.ボ ーマソ氏

嚢は間質増殖に伴い圧縮 されて萎縮 糸毬体 一部崩解

像を認める.細 尿管は管腔拡大 し,聞 質の増殖を所

により認め,や は り細胞侵潤著明である.ア ミノ酸染

色性は結節周辺の繊維i性増殖層に可成 り強 く認められ

たが,緬 尿管管壁の呈色度に比すれば弱い.ボ ーマy

氏嚢はその染色性強 く認められた.結 節の中心に一部

軟化傾向を認めた部は然らざる部に比べてその染色性

は弱い.一 般に間質の増殖著名であるが此の都のア ミ

ノ酸染色性は弱い.

家兎No.9.

腎 は多少肥大し重量7.g9,表 面ほぼ平滑.接 種部

と思われる上極被膜下に微細な結節数 ケを認める.割

面は殆んど正常であつて上部結節は,全 く皮質の表層

即ち腎表面のみと考えらる.組 織学的にNo.4と 同

様に皮質部に限局した増殖性病変を主体とした組織像

を認める.認 められた結節周囲には,リ ソパ球,小 円

形細胞の侵潤著明であつて繊維増殖又著明である.認

められる結節は何れも乾酪化,軟 化の傾向なく,細

胞侵潤,間 質増殖を主体 として居る,糸 毬体多少萎

縮 像 を認 め る.

認 め られ る 外,

い.

家 兎No.10.

アミノ酸染色性は結節群に特に強 く

他の部はその染色能に優劣を認めな

腎は肥大 し重量8.09,上 極 接種部に一致 しで肉眼

的結節を被膜下に形成し,被 膜の剥離困難である.組

織学的に皮質から髄質に及ぶ大小の結節を形成し,糸

毬体の破壊像,*"一一マy氏 嚢膨大,細 尿管内腔膨大を認

める.結 節周囲は リyパ 球,小 円形細胞を主体 として

類上皮細胞,ラ 氏巨細胞を混じた著明な細胞侵潤を認

める.大 なる結節の中心部はヘマ トキシリyエ オジy

にて無構造平等に濃染される完全乾酪化巣を認める.

ア ミノ酸染色性は,完 全乾酪化巣には比較的弱 く,そ

の周辺部に強い.又 此の標本にあつては膨大されたボ

・一マy氏 嚢内にある糸毬体破壊物 と思われ るエオジy

にて淡 く染る無構造な部分が,僅 かに紫染されるのを

認めた.細 尿管上皮は従前の如 くその染色能は強い,
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総括並びに考案

本項に於いては,腎 結核に於ける組織内遊離

ア ミノ酸の分布を組織化学的に追求した.臨 床

的に腎結核 の診断の 下に別出さ れた 腎に於い

て,そ の結核性病変度高度 と思われる部分の遊

離ア ミノ酸の分布を組織化学的に検索した.次

いで実験家兎結核に於いて同様の趣旨の下にそ

のア ミノ酸分布を検索した.

私の検索した臨床例の別出腎病変は表1に み

る如 く,皮 質に散在する結核結節を認めるもの

より,大 小の空洞形成,乾 酪様変化を示すもの

から,定 型的な結核性膿腫腎に到 る迄の種々の

病期を有した10例 であり,大 約 して乾酪空洞

型5例,結 核性膿腫腎2例,増 殖型3例 であつ

た.

病理組織学的には慢性腎結核で乾酪空洞型が

その大部分であり,3例 の増殖型を認 めた.病

変軽度のものは皮質の健常組織を朋瞭に知 り得

るが,糸 毬体及び細尿管間隙に円形細胞侵潤を

認め,結 核結節の増加に伴い,こ の病変は漸次

高度とな り,皮 質に於いても糸毬体の圧迫,破

壊,細 尿管えの病変波及の度を加え,細 胞侵潤

も高度となり,中 央部の乾酪化傾向を持つた粟

粒結核結節が諸所に見 られ る様になつたもので

は,皮 質組織は高度に破壊 されて健常組織は島

喚状にみ られる様になり,結 節は被包されて増

殖傾向強 く,繊 維化,結 蹄織化の傾向強 く,末

期膿腫腎にあつては健常組織は殆んど認められ

なかつた.一 方細尿管に対する病変 も殆んど病

像を認めないものから,間 質の細胞侵潤,内 腔

硝子様変性,内 腔拡大像を認め,叉 乾酪化結節

周辺にあっては破壊消失を認める.以 上の定型

的腎結核病変に於ける組織 内ア ミノ酸の反応は

表2に 示す如 く,総 体的に定型的結核結節πあ

つては,既 に申心完全乾酪化した部分ではア ミ

ノ酸反応は弱 く,む しろその空洞壁によ り著 明

に認められた.未 だ乾酪化前にある結節にあつ

ては,そ の被包された結節全体に陽性であり,

どちらかと云えば周辺部 の方が精汝その反応は

強いのではないか と思われる所見を与えた.糸

毬体特にその内容崩解,ボ ーマン氏嚢の拡大さ
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れた様な症例 にあつては,一 般にボーマン氏嚢

に強 く反応し,破 壊残存糸毬体は僅かに発色を

認める程度である.'内 腔拡大 された病変細尿管

にあつては全例その管壁に陽性に認 められた.

認め られた間質の反応は一般に弱い.点 在する

毛細血管壁は全例陽性に認められた.

次に実験家兎に於いてその腎組織 内ア ミノ酸

分布を更に検索した.正 常家兎腎組織にあつて

は先述の如 く概 して皮質部 にその反応強 く,髄

質部 は弱い.こ の事実は今迄述べて来た事から

もその 皮髄の 構成因子 に依つて自 ら肯定され

る.一 般に糸毬体,ボ ーマン氏嚢,細 尿管,血

管とその構成因子に於いて何れもその上皮群に

ア ミノ酸染色性は強い様である.間 質は正常組

織にあつては,そ の反応は認め られないか認め

られ ても極 く弱い反応しか示さない.

扱て実験家兎に於ける肉眼的所見,病 理組織

学的所見は先述の如 くであるが,一 般にその病

像は乾酪化空洞型病変であり,少 数例にどちら

かと云 えば増殖型に属する病変像を認めた.そ

の病理組織像は表3Vl-一 括 した.即 ち一般に病

変は空洞形成,乾 酪化著明であり,特 に健常皮

質構造の破壊病変極わめて高度であつた.糸 毬

体は破壊して一部その残片を止めるものか ら完

全に崩解消失し,ボ ーマン氏嚢のみ僅かに残存

すると云 う病変を各所に認め,健 常皮質を殆ん

ど認めないものが多かつた.細 尿管に対する病

変 も周周細胞侵潤から内腔拡大,破 壊壊死組織

包含に到る迄の種々の病変を認めた・ これ らρ

組織に対するア ミノ酸の反応は表4va-一一括する

通 りである.空 洞壁は一般にア ミノ酸の存在を

強 く示し,結 核結節群にあつては,そ ρ完全乾

酪化せる中心層は1例 を除いて,一 般にア ミノ

酸染色性は弱 く,む しろその卑縁に強 く認酔う

れ,更 に未乾酪化巣にあつてよ く被包せb.れ,

聞質と境界された周辺より中心に到 る迄強 くア

ミノ酸染色性を示した.糸毬体にあつては,ボ ー

マン氏嚢にその反応を認め,糸 毬 体残片と思わ

れる包含物に一部僅かに陽性を認めた.細 尿管

管壁は一般にその反応は強い.内 腔肱大 された

細尿管に充満された壊死組織に1例 強度の陽性

を示したものがあつた.認 め られた血管壁は何
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れもその反応陽性を示した.聞 質に於ける反応

ほ一般に弱い.然 しながら細尿管め間隙,:結 節

周辺の細胞侵潤層にあつてはより強い反応を示

した.

結 語

1)腎 結核に於け る病巣部組織 の遊離ア ミノ酸

分布をSerra氏 法 により,臨 床例10例,実 験

家兎10例 を持つて,組 織化学的に検索した.

2)病 態組織内に於ける遊離iアミノ酸はその結

核性病変の病像に依つて異 る所 見を与えた.

3)結 核性 空洞壁,乾 酪化 結節,未 乾酪化結

節,病 変細尿管壁に於けるア ミノ酸を強 く証明

した.

4)乾 酪様物質は少数陽性を認 めたが一般にそ

の反応は弱い.

5)血 管壁,ボ ーマン氏嚢に於いては特に結核

性病変に於ける特異な差位を認 めない.

全編の総括並びに結論

私は第一編に於いて臨床例30例 を材料 とし

て,そ の腎結核病巣組織内に含まれる遊離ア ミ

ノ酸,並 びに臨床例10例 に於ける乾酪様物質に

含まれる遊離ア ミノ酸の発布を二次元paper

partitiollchromatographyを 応用して検索

して2,3の 知見を得,更 に第2編 に於いて実

験的に家兎を使用 して,健 常腎に於ける遊離ア

ミノ酸分布 と結核羅患腎に於ける遊離ア ミノ酸

分布の変動を検索し,所 期の知見を得,更 に第

3編 に於いて臨床例並に実験例に於いて結核病

巣部に於けるアミノ酸分布を組織化学的に検索

し,満 足すべ き結論を得た.依 つて此処に全編

を通 じての結論を述べる次第である.

陳 ・岡田はpaperpartitionchromatogra_

phyを 応用して実験的結核 症に於け る遊 離ア

ミノ酸の検出を行い,皮 膚並に血清に於いての

成果を発表し,結 核感染と遊離アミノ酸の変動

に一定の関係を示唆 して居 る.叉 外松はNeo-

MinophagenAT注 射による腎内遊離ア ミノ酸

の変動をpaperpartitio血chromatography

によつて検索し,同 様結核罹患腎 との間に一聯

の変動関係を発表 して居る.

扱 て私の行つた検索に於いて,腎 結核空洞壁

に含まれる遊離ア ミノ酸は臨 床例 に於 いて15

種,実 験例 に於 いて9種 で あつた.荷 散 かかる

差 を生 じたか と云 うと第1編 結論 に於 いて述べ

た如 くCystile,Proline,Histidine,Lysine,

Phenylalanine,Arginine等 は30例 の集 計 よ

りこれを観察 すればそ の出現 頻度僅 少で あ り,

条 件如 何 に よつて変 動性大 なる遊離 ア ミノ酸で
ゐ ロ

あろ うと推察 され る.雌 の事 は第3編 の組織化

学 的検索 の結果か らして も,そ の材料 の如何 に

よつ て成 績の異 る所 より立 証 され る と思 う.即

ち結核性 病変 の状態如何 によつ て,分 解 され た

遊離 ア ミノ酸 の分 布 は自 ら異 つ て来 る ものだろ

う.

次 に乾酪 様物質 に含 まれ る遊離 ア ミノ酸 は第

1編 結論 の如 く14種 であ り,そ の中でThreo-

nine,Cystine,Phenylalani血e,Proline,Leu-・

cine,Histidine,Methionineの7種 は頻度

よ りして極 わめ て小数例 であ り,実 質的 に存在

す る遊離 ア ミノ酸 は空洞壁組織 に比 して概 して

少い.此 の事 は第3編 の組織 化学的検索 よ り,

完 全乾 酪巣,或 は壊死 物 にア ミノ酸反応の弱い

事 よ り,遊 離 ア ミノ酸存在 の稀 少 なる事を示す

もの と考 える.玉 置 は 結核 膿 を材料 として

paperpartitionchromatographyを 応 用 し

て,Serine,Glycile,Histidine,Argin血e,

Alanine,Tyrosine,Proline,Phenylalanine,

Leucine,Va1㎞e等 の10種 を確 認 して居 るが,

結 論 的にはそ のi蛋白分解 の過程 に よつ て可成 り

の変 動を認 め得 ると思 われ る.

正 常皮質,髄 質 に含 まれ る遊離 ア ミノ酸 の分

布 は,第2編 の実験 成績が 示す通 りで あ り,こ

の事 実 も又第3編 組織 化学的検 索に よ りそ の構

成 因子に於け るア ミノ酸分布 よ り立 証 し得 ると

考 える.

以 上全編 を通 じて,結 核権患 腎はそ の病態に

より各種 の遊離 ア ミノ酸 の変動 を示 し,一 般 に

正常組 織 に比 して多 くの遊離 ア ミノ酸を有す る

事 をpaperparatitionchromatographyな

らびに組 織化学的 に実験証 明 した.

(稿を終るに当り多年御教示,御 指導を頂いた恩師重

松教授に心からの感謝を捧げる.尚 本研究の一部は昭

和31年度科学研究助成補助金によってなされた.併 わ

せて感謝を捧げる.)
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験 約 研 究.名 古 屋 医学,66,385,昭27.

17)副 田勲 ・・:皮膚 科 領域 に於 け る ア ミ ノ酸 の研 究.

久留 米 医 学会 雑 誌,15:61,昭27.

18)桑 田智=ク ロマ ト グ ラ フィ'.広 川書 店.昭
ト1

27.

　

19)宮 尾 益 英:乳 児 糞便 中 の遊 離 ア ミ ノ酸 に関 ナ る

研 究.日 本 小 児 科 学 会 雑誌,57:348,昭28.

20)原 口,中 野:腎 臓 結 核 の化 学 療法 に関 す る実 験

的 研 究.皮 紀 要,49,338,昭28.

21)河 合 常 一 郎:血 色素 分 解 産 物 のパ ペr一 戸 クnマ

トグ ラ フィ ーに 関す る研 究.医 学 研 究,23:54

9,昭28.

22)石 橋 丸 応:ペ ーパ ・・ク ロマ トグ ラ フィ ーに よる

人 精 液 の ア ミノ酸 の 研 究.外 科 の領 域,2=347

昭29。

23)水 島,赤 堀編:蛋 白質 化 学,2巻,共 立 出版,

昭29.

24)三 谷,増 田:K.1.K.因 子 の ぺ'パ ー クロ マ ト

グ ラ フィP(ク ロマ トグ ラ フに依 る癌 診 断 の 可

能 性 につ い て.)和 歌 山 医学,6,235,昭30.

,25)漂 田博 康:Diazo'化 法 及 び ペ ーパ ー クロ マ ト

併 用 に よるパ ラチ オン剤(ポ リドール)の 死 体

臓 器 よ りの証 明 につ い て.四 国 医学雑 誌,7い

389,昭30.

26)桑 田智:続 クロ マ トグ ラ フィP一 広 川 書店.昭

30.

27)萩 本ee-一 郎 二大 平 肺 吸 虫 虫 藝 内容 物 の 化学 的 成

分 に関 す る研 究.福 岡 医 学雑 誌,47=1077,昭

31.

28)福 井 信 夫:ペ ーパ ー クロマ トに依 る ケ ト酸 類 の

分 離 及 び 尿 中 ビ リル ピy酸 とα一ケ トグル タール

酸 の定 量.

福 岡 医学 雑 誌,47:453,昭31.

2g)富 永 文 雄 他:眼 球 硝子 体 中 の遊 離 ア ミノ酸 及 び

焦 性 ブ ドウ酸 の 死 後 に於 け る消 長 に つ い て.

長 崎 医 会 雑 誌,31:339,昭31.

30)亘 健 一 郎=尿 ア ミ ノ酸 ペ ーパ クロマ トグ ラ フィ

ー に於 け る尿 中諸 物 質 の影 響 並 に そ の 除去 に関

す る研 究.

大 阪 医学 雑 誌,8:955,昭31.
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31)小 島良子t子 宮頸管粘液の蛋白及びアミノ酸に

ついて.日 本産科婦人科学会雑誌,8:459,昭

31.

32)赤 須,大 木=副 腎皮質ホルモyの ぺFパ ークロ

マトグラフィー.(我 々の分離定量法),ホ ル

モソと臨床,2=34,昭29、

33)玉 置拓夫=ペ ーパ←クロ々ト、グラフィ・一一に依る

結核膿の検索.日 本整形外外科学会雑誌,25:

224,昭27.

34)玉 置拓夫1ぺPパ'ク ロス トグラフィーに依る
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日本整形外科学会雑誌,26;290,昭28.

Table1.H工STOLOGICALCONDITIONOFRENALTUBERCULOSIS

(CLINICALCASES)HlSTSLOGICALCONDITION

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

age

42

20

27

'21

19

32

24

28

15

24

sex

♀

♀

♀

♀

孚

δ

δ

δ

♀

.6

size

11×7×3.5

16×7×4

16×6×4.5

16×8×5

11×6.5×4

11×7×4.5

14×6×3

12×7×5

15×7×4

13×7×4.5

weight

1809

1909

1809

3009

1409

1809

1809

1959

2409

2009

cavern

帯

十

tubercle

柵

caseation

十

十

inter--

stitial

prolife-
tation

十

十

十

十

十

十

十

glome-
rulus

destruc・

tion

十

冊

十

tubles

degene-

ratinn

十

十

什

type

Caseousand

Caverntype

〃

pyo

〃

proliferate
type

ノ

〃

Caseousand
Caverntype

〃

〃

Table2.HISTOCHEMICALCONDITIONOFRENALTUBERCULOSIS

ONCLINICALCASES(耳REEAMINOACID)

cavern-

OUS

wa11center

caseOUS

section
tubercle 91・meru1・ ・w。11。fl

No. type
・…ph-ce。,,。p…ph-a塁9掌m-c。 。、。。,,,。b。1es

e「y・ap・1eery

caseOUS
stromasubsta -

nce

1 Caseousa且d 昔 ± 粁 砦 什 十 一 彗 ± ±
Caverntype

ト

2 〃 十 一 朴 十 粁 粁 一 朴 ± 一

3 pyo 升 一 粁 粁 斗十 十 一 十 十 一

4 〃 十 十 甘 粁 粁 十 一 卦 十 }

5 prolifelate 十 粁 帯 昔 『 什 十
type

.6
〃 昔 甘 砦 十 一 十 十

7
脚

〃 甘 帯 辮 十 一 十 十

8 Caseousand 朴 十 惜 升 朴 十 十 升 十 ±
Caverntype

9 〃 粁 ± 粁 什 粁 十 ± 昔 十 一

r

⊥0 〃 粁 十 柵 荘 彗 十 十 什 十 十

■
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Table3.HISTOLOGICALCONDITIONOFRENALTUBERCULOSIS

(EXPERIMENTALRABBIT)

387

No.

⊥

2

3

4

5

6

7

8

9

10

weight

8.29「

7.89

8.49

7.19

8.09

7.89

8.29

7.99

7.99

8.09

type

Caseousand

Caverntype

proliferate

type

Caseousand

Caverntype

proliferate
type

Caseousand

Caverntype

〃

〃

proliferate

type

〃

proliferate

type

Ii
caverntuberclecaseation

1

十

十

十

十

interstitial

proliferation

十

十

±

glomerulus
destruction

十

冊

十

±

tubles

degeneration

十

十

十

十

十

Table4.HISTOCHEMICALCONDITIONOFRENALTUBERCULOSIS

ONEXPERI.MENTALRABBIT(FREEAMINOACID)

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

type

Cavern-

OUS

WaI1

caseOUS

section

ド・祠 、轟'倉

tubercle

center pe「1P-
hery

glomerulus

Bow一
タ　ロ　　 　

capsle

contents

し

tubules

Caseousand

Caverntype

proliferate
type

Caseousand

Caverntype

prolifelate

type

Caseousand

Caverntype

〃

ノ

prり1iferate

type

〃

Caseousand

Caverntype

→十 十

十

十

十

±

十

十

十

十

十

什

什

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

Wal1

±

十

十

刊 一

十

十

十

contents

Wallof

vesse1

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

Stroma

十

一ト

十

十

十
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